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　非
核
三
原
則
（
持
た
ず
、
つ
く
ら
ず
、
持
ち
込
ま
せ
ず
）
と
い
う
国
是

を
見
直
す
と
い
う
高
市
首
相
の
発
言
。
私
は
、
被
爆
地
・
長
崎
か
ら
「
非

核
三
原
則
を
守
れ
」
と
大
き
な
声
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
社
会
を
、
困
っ
た
人
に
寄
り
添
う
―
―

こ
れ
が
私
の
信
条
で
す
。

大
株
主
・
大
企
業
応
援
か
ら
国
民
の

暮
ら
し
第
一
の
政
治
に

　国
民
が
働
い
て
生
み
だ
し
た
「
富
」
が
、
一
部
の
大
企
業
や
富

裕
層
に
集
中
。「
富
の
一
極
集
中
」
を
た
だ
し
て
、賃
上
げ
や
減
税
、

社
会
保
障
を
支
え
る
―
―
そ
れ
が
政
治
の
役
割
で
す
。

　企
業
・
団
体
献
金
も
政
党
助
成
金
も
受
け
取
ら
な
い
ク
リ
ー
ン

な
日
本
共
産
党
に
こ
の
仕
事
を
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
中
小
企
業
支
援
で
最
低
賃
金
１
５
０
０
円
以
上
、

　
全
国
ど
こ
で
も
手
取
り
20
万
円
を
た
だ
ち
に

介
護
・
医
療
・
保
育
・
福
祉
で
働
く
労
働
者
の
賃
金

を
大
幅
に
引
き
上
げ
ま
す
。

○
賃
上
げ
と
セ
ッ
ト
で
１
日
７
時
間
・
週
35
時
間
労
働

　
で
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

○
消
費
税
の
廃
止
を
め
ざ
し
、
い
ま
す
ぐ
５
％
減
税
、

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
廃
止
し
ま
す

「
力
の
支
配
」
を
ふ
り
か
ざ
す

ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
を
や
め
、

外
交
の
力
で
平
和
を
つ
く
る
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　ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
侵
略
、
今
度
は

「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
を
よ
こ
せ
」
と
。「
力
の
支
配
」
を

公
言
す
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
ひ
と
こ
と
も
批
判
で
き
な

い
「
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
」
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

○
非
核
三
原
則
の
放
棄
を
許
さ
ず
、
核
兵
器
禁
止
条
約

　
へ
の
参
加
を
求
め
ま
す

○
軍
事
費
の
大
増
額
に
反
対
し
、
軍
拡
増
税
を
や
め
さ

　
せ
ま
す

○
米
軍
と
と
も
に
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
す
す
め
る
、

　
憲
法
違
反
の
戦
争
法
＝
安
保
法
制
を
廃
止
し
ま
す

○
憲
法
９
条
を
守
り
抜
き
、
改
憲
策
動
を
許
し
ま
せ
ん

○
言
う
べ
き
こ
と
を
言
い
つ
つ
、
日
中
両
国
関
係
の
前

　
向
き
打
開
の
外
交
に
力
を
つ
く
し
ま
す

一
人
ひ
と
り
の
人
権
、
個
人
の

尊
厳
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
に

○
選
択
的
夫
婦
別
姓
、
同
性
婚
の
法
制
化
を

　実
現
し
ま
す

○
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
を

○
差
別
と
分
断
を
あ
お
る
極
右
・
排
外
主
義
の

　政
治
に
、
断
固
と
し
て
反
対
を
貫
き
ま
す

　一
人
ひ
と
り
の
尊
厳
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
の

　実
現
へ
、
力
を
合
わ
せ
ま
す

←政策はこちら

　
１
９
５
５
年
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王
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内
田
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